






 

研究目的 

 臨床産科学上,胎児胎盤機能あるいは病態を知り,しかも可及的早期に適格に

把握してその予後を判定することは,重要な課題の一つである。胎児機能のうち

胎児副腎皮質その他の器官の内分泌学的予備能を知ることは妊娠継続の是非,

あるいはその後の方針を決定する上に重要である。換言すると胎児情報を適格

に収集することが必要であり,そのため胎児あるいは胎児と胎盤とが rate 

limiting organ となるもので,しかも胎児の循環血濃度が母体血あるいは母体

尿に反映するものを求めて研究することが望まれる。 


